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はしがき

　本書は、筆者が代表を務める議会事務局研究会の各メンバーが、自ら
の経験や研究成果をもとに、議会事務局の仕事と役割、そして喫緊の課
題である議会事務局改革について様々な事例を踏まえながら、同様の課
題に直面している自治体の関係者の方々に向けて課題解決の糸口や事例
詳解を試みたものである。
　個々の項目解説に当たっては、冒頭にＱ&Ａという表現を用いて自治
体現場において共通するであろう課題と対応を明確にし、それに続く解
説において課題解決のヒントとなる事例や実際の対応例をできる限り詳
細に説明することとした。
　議会事務局職員の中には、自らの議会の改革に対して事務局としてど
のように対処すべきかを真剣に考え、あるいは当面する難題の解決に苦
慮されておられる方も多いと思われるが、そうした方々に対して、改革
の方向性や対処方法を考える上での処方箋になることを願って１冊の本
にまとめたものである。

　地方議会改革が語られるようになって久しい。
　この間、数次の地方自治法改正や各議会の自主的な取組みによって、
議会改革は、次第に進展してきたといえる。各議会は、何らかの形で改
革を実行し、その努力によって一定の成果が挙がっているが、政策形成
機能の強化や住民との関係については課題も多くあるところである。改
革の進展にもかかわらず、住民の議会をみる目は相変わらず厳しいもの
がある。また、小規模自治体議会の議員のなり手不足という深刻な問題
も顕在化しているが、今後の議会制度のあり方について明確な方向性が
打ち出されてはいない。
　そうした状況の中で、議会改革において近時認識されてきたのは、議
会事務局の充実の必要性である。もちろん、これまでも議会事務局の充
実強化は議会改革の課題の一つとして扱われてきたのであるが、現実に
は、議会事務局への関心は極めてうすいものであったといわざるを得な

い。しかし改革課題を克服するためには、どうしても議会事務局のサポー
トが必要なのである。つまり、議会の改革は決して議員のみで実現でき
るものではなく、議会事務局の協力・支援が不可欠なことが共通の認識
となってきたのである。
　議会事務局研究会は、議会事務局がどうしたら議会改革に寄与でき、
その力を発揮することができるかを検討するために、2009年に立ち上げ、
議会関係者に会員になってもらって活動を開始した。現在、会員は60人
を超え、しかも全国に及んでいる。研究会の活動の成果は、二つの報告
書にまとめられている。また、折に触れてシンポジウムを開催するなど、
活動の情報発信にも努めてきた。最近では、我々の研究会以外にも、議
会事務局に関する研究会も結成されるようになった。こうした動きは、
事務局職員自身が改革に関わっていくべき必要性を自覚しはじめたため
であろう。
　我々の研究会の特徴は、議会事務局研究会という名称にしているが、
事務局職員（執行機関に異動した職員を含む）のみならず、地方議員や首
長および研究者も名を連ねていることであろう。このため、広い視野で
議論を交わすことができる強みがあり（実際に研究会では立場を超えて出

席者が自由闊達に意見交換を行っている）、こうしたことが本研究会の活
発な活動を支えていると思われるし、会員間でなされる様々な情報交換・
共有が本研究会の大きな財産となっている。
　本書は、本研究会会員の研究活動の一端をまとめたものであるが、議
会事務局職員のみならず、議会関係者や議会に関心を持つ住民の方々に
も役立つ内容である、と自負している。
　本書が議会事務局のステータスを高めて議会改革をもう一歩すすめる
ための一助になることを切望するものである。

　2016年６月
� 議会事務局研究会代表

� 駒林　良則
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会がその役割を伝えきれておらず、存在価値を示しきれていない、見え
ない存在だからではないだろうか。
　筆者は議会事務局に異動し、議会の役割を知ることにより、まず「議
会の見える化」が必要であると感じ、議会映像配信にかかわることがで
きた。
　一方で、事務局に来てわかったのは、事務局職員特有の感覚に「二重
のブロック」があることである。自分の提案を実現するには、上司はも
とより、議会の了解が必要になることだ。一人でも反対意見があると前
に進まず、実現への道のりが長いことから、職員の改革意識が育ちにく
いことを実感した。

　　「執行機関に伝える」という回答が参加者を減らしていく

　その後、東日本大震災の災害に見舞われた2011年に防災部局に異動し
たが、多くの新規業務を行うにあたり、上司からは「お前が決めろ」と
促された。事務局時代とのギャップを埋めるのに少し時間を要したが、
このことを通じて合議体である議会の弱さを補完するための方法を考え
るようになった。
　和泉（大阪府）市には10人以上の団体の依頼により職員が出向く出前
講座という事業がある。防災部局は2015年度28件延べ1,569人の市民の
前で防災講話やクロスロードゲームを行ってきた。クロスロードゲーム
は、阪神・淡路大震災時のジレンマ問題に対してイエスかノーを決め、
班に分かれた参加者同士が意見を出し合うシミュレーションゲーム。
　そこで感じたことは、参加者一人ひとりが意見を表明することの満足
度の高さである。また、質問や意見も出されるがそれに答えられるのは、
筆者が企画立案できる立場にあるからであるし、意見交換を通じて信頼
感が増していく実感もある。
　では、全国の議会報告会の様子はどうだろうか。一般的には、議員が
大挙して押し寄せ対面で座り、議案の審査の経過および結果を伝える。
質問には、議員の私見では回答できず「執行機関に伝える」という回答

2

機動的で機能的な委員会活動を
どう展開するか

委員会を機動的に行うことが必要である。事前に委員間で地域課
題の共通認識を持ち、委員会ごとにテーマを定め、議会の意思決
定前に住民との意見交換会を行う。こうして、市民の声を審議に
反映すれば議会への信頼感は徐々に増していくと思われる。

8

　2000年に地方分権一括法が施行され、機関委任事務が廃止された。そ
れは、国の膨大な権限が議会の権限になったことを意味する。果たして
議会は責任ある権限行使を行い、市民生活は良くなっただろうか。職員
として二元代表の両翼に携わった経験を踏まえ、議会が本質的な役割を
発揮する方法を示したい。

　　事務職局員が抱える「二重のブロック」

　合議体である議会は、首長とは異なり、議員個々によるイメージの分
散および議会の発信力の弱さにより、何を行っているのか市民からは意
識されにくい。また、首長が予算編成権を持ち、企画立案を行っている
ことに比べ、議会の監視機能、調査機能は地味で評価もされにくい。
　そんな中、議員の野次問題や政務活動費の不正支出問題が世間を賑わ
し、議会不要との声すら聞こえてくる。しかし、その根本的原因は、議

解 説

1

A

議会に対する住民からの信頼感が一向に高まらない現実がある。
議会報告会を行っても、参加する市民は固定化し、減少するとい
う悩みがある。議会が市民とともに歩むためにはどういった方法
が有効だろうか。

Q
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職員ほど顕著に表れている。その理由の大半が、「執行機関でやりたい
仕事がある」、「いろいろと経験したい」といったものであった。

　議会と執行機関は、二元代表制の両翼であり、相対する立場にある。
よって事務局職員は、議会・議員のために、ときには執行機関にとって
不利になることを行わなければならない。
　また、任命権者である議長の方を向いて仕事をしなければならないの
に、執行機関に嫌われれば昇格や異動の際に悪影響を及ぼすのではない
かという不安が生じるため、消極的な仕事に終始する場合が多い。現に、
執行機関から、「議会がスムーズに流れるようにしろ」というお門違い
の要請を受けたり、不本意な扱いを受ける場合もある。
　このように、現状では事務局職員が消極的になり、当たり障りのない
仕事をしても致し方ない状況にあり、このことが事務局職員が議会では
なく、執行機関を向いて仕事をすることになってしまう要因となってい
る。

　　議会から求められる人材へ

　この問題を解決するには、議長以下、議員全員が、事務局職員の置か
れている立場について認識を持つ必要がある。そして、議会として必要

将来的には執行部に
戻りたいと思いますか？

はい24
52％

その他15
33％

いいえ7
15％

2

事務局のチーム力を機能させる
ための取組みとは

事務局職員同士の意思疎通が迅速に行える環境づくりが大切であ
る。そのためには、悩みを共有しながらも十分な時間をかけてチー
ムをまとめるための「共通の言葉」を作り上げて、一体感を醸成
させることである。

10

　事務局職員が、「どちらを向いて仕事をするか」という現実的な問題
がある。

　　事務局職員が抱える不安感と孤独感

　事務局職員は元々、執行機関で採用され、議会へ出向して事務局職員
となる。出向期間は、他の部局と同様におおむね３年から６年である。
これは、議会事務局が、人事ジョブローテーションの一角として存在し
ていることに起因しており、職員としても執行機関に「戻る」という意
識が強い。
　アンケート結果によると、「将来的には執行部に戻りたいと思うか」
との問いに対して、「はい」と回答した者が全体の52%（24 ／ 46件）を
占め、そのうち、40代未満の回答者層では、その割合が67％（10 ／ 15件）

と高く、40代以上の回答者層の割合の45％（14 ／ 31件）を上回っており、
「戻る」という意識については、行政職員としての経験年数が短い若手

解 説

1

A

二元代表制の下で、議会事務局職員が住民の立場に立って仕事を
していく上で、事務局のチーム力を機能させるために大切なもの
とは何か？

Q


